
【こっそり学ぶプログラミング言語】アンドロイド公式言語のJavaとK
otlin

2017年5月にAndroidアプリ開発公式言語としてKotlin（コトリン）が採用され、Javaに続く公式言語
となりました。

KotlinはJavaに比べて書きやすくエラーを回避しやすいため、Android開発の主流がJavaからKotlinへと
移りつつあります。今回はAndroidに関する買収事例と、その開発言語であるKotlinについて説明しま
す。

# Androidに関する買収事例
## Google（グーグル）がAndroid（アンドロイド）社を買収

Androidは、Googleが提供するスマートフォンOSとして私達の生活に溶け込んでいます。実はこのAn
droid、Googleが企業買収で手に入れた技術です。

2003年に設立されたAndroid社を2005年にGoogleが買収しました。Android社は、携帯電話向けソフ
トウェアプラットフォームを開発していた会社です。その後2008年10月にAndroid搭載端末が発売さ
れました。これはiPhone発売(2007年6月)の1年後のことです。

## Androidアプリの買収事例

GoogleがAndroidアプリの開発会社を買収することは多いです。いくつか例をあげてみます。

・2013年
カーナビアプリWaze(https://www.waze.com/ja/)を9億6600万ドルで買収Wazeはドライバー同士が
渋滞情報等を共有するアプリです。最近はWazeCARPOOLという相乗り機能サービスも始めたようです
。日本ではあまり馴染みがありませんが、海外では人気のようです。

・2013年 Bump Technologiesを買収Bump
Technologiesはデータ共有アプリBump、写真共有アプリFlockを開発した会社です。スマートフォン
同士をコツンとぶつけることで連絡先を交換するBumpは日本でも流行しました。しかしBump、Flock
とも買収の翌年2014年サービス終了しています。

・2014年
Bitspinを買収Bitspinはアラーム時計アプリTimelyの開発元です。Timelyは複数の端末でアラームを管
理できるアプリです。便利さとUIの美しさで人気です。

このようにGoogleがM&amp;Aでアプリを傘下におさめることは、案外多いです。

次に、Androidの公式開発言語がJavaからKotlinへ移った経緯を説明します。

# 開発言語はJavaからKotlinへ
##Androidの公式開発言語について



Androidの公式開発言語は、2017年10月現在2つあります。それが「Java」と「Kotlin」です。

Kotlinは2017年5月に公式言語となったばかりのプログラミング言語ですが、まだ新しい言語ですので
プログラマーでない方には馴染みがないのではないでしょうか。

一方で、Javaの名前は聞いたことがあるという方は多いと思います。余談ですがJavaを開発したサン・
マイクロシステムズは2010年1月にオラクルに買収され、Javaはオラクルの管理下にあります。

##Javaとはどんな言語なのか？

Javaは業務システムやWebの開発で使われる、最も有名なプログラミング言語のひとつです。特徴は、
Java仮想マシンで動く点です。仮想マシンとはソフトウェアで作られた架空のコンピュータです。そし
てこのJava仮想マシンは様々なプラットフォーム用のものが提供されています。Windows用のJava仮想
マシン、Linux用のJava仮想マシンといった具合です。

これらの仮想マシン用にJavaを翻訳することで、Javaは同じコードがどのプラットフォームでも動きま
す。"Write once、run anywhere"
(一度書けば、どこでも実行できる)は、Javaのスローガンです。また、オブジェクト指向をサポートし
ているという特徴もあります。この点は、以前ご紹介したRubyと同じですね。

このように様々な種類の開発に使われているJavaですが、デメリットも多く指摘されています。それは
、書き方が冗長で複雑になってしまい、実行時エラーを回避しにくいという点です。

また、iOSアプリとAndroidアプリを作る際にも問題があります。Javaは、iOSアプリ開発で主流の言語
Swiftとかけ離れているのです。iOSとAndroidの両方を開発する際、エンジニアの学習コストと開発コ
ストがかかってしまうのが難点です。

前置きが長くなりましたが、これらの問題を解決した言語が、次に紹介するKotlinなのです。

## 新言語のKotlinとは？

Kotlinは2011年に登場と比較的新しいプログラミング言語です。開発元のジェットブレインズ社はチェ
コに本社をおくソフトウェア開発企業で、主な製品はIntelliJ IDEAという統合開発環境です。Android
StudioというAndroidの公式開発環境も開発しています。

Kotlinはオブジェクト指向、関数型プログラミング対応、効率と安全性の両立、柔軟で強力な言語機能
とライブラリ等を備えており、モダンな言語と言われています。また、書き方がSwiftと似ていると言わ
れています。こうした特徴からiOSとAndroidを開発する際は、SwiftとKotlinを選ぶという開発者が多
いようです。

Javaよりも書きやすい言語なのと、ネット上に情報が多いという理由で、Android開発を始めるなら筆
者はJavaよりもKotlinをおすすめします。

余談ですが、開発環境のAndroid
Studioと開発言語のKotlinがAndroid公式となったことからGoogleがジェットブレインズ社を買収する
のではないかという噂が一時期飛び交いました。しかしこの予想をジェットブレインズ社は否定してい
ます。

開発者は、言語が企業に買収されることで方向性が変わってしまうのではないか心配したようですね。

# Kotlinの学び方

Kotlinは新しい言語であり、バージョンアップも活発に行われています。ですから書籍よりも、公式の



ドキュメントやチュートリアルから学ぶのが良いと思います。

iOSの学び方でもご紹介した「RayWenderich」というサイトは、すぐに動かせる無料サンプルが多い
のでおすすめします。いずれも英語ですが、ぜひ挑戦してみてください。

・公式チュートリアル：　https://kotlinlang.org/docs/tutorials/・公式リファレンス：　http://kotli
nlang.org/docs/reference/　https://try.kotlinlang.org/・無料サンプルサイト：　https://www.rayw
enderlich.com/
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